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税務の話題 

みやぎ税務会計事務所 ラクホ S 遠距離限定！オンライン顧問契約プラン実施中！ 

万が一のリスクについて検討を！「標準保障額」のこと 

「標準保障額」…あまり聞きなじみのない言葉かもしれません。 
何は無くても毎日の仕事が大事！それだけで手一杯！先のことは分からない！ 
……と、経営者皆さまの多くが思い、考え、悩むところだと思います。 
 
私たちは、皆さまの事業の“過去”をまとめるのが仕事と思われていますが、 
“将来”の「皆さまの事業と生活を守る」こともご一緒に考えたいと思っています。 
 
今月は、本当は「万が一」でも出会いたくないリスクのための「備え」のお話しです。 
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【標準保障額】とは！？ 

ココがポイント！  

経営者の方に「万が一」のことがあった場合に 
事業で必要になると考えられる資金額のこと 

今まで通りの売上が上げられない！銀行の融資が受けられない！ 
従業員が辞めてしまう！家族の生活はどうする！？という「リスク額」ともいえます。 

【標準保障額】の考え方 

ココがポイント！  

「企業を守るためのお金」と 
「家族（生活）を守るためのお金」です 

「企業を守るためのお金」 
とは！？  

ココがポイント！  

① 運転資金 と 固定費 
② 借入金返済資金 
③ 納税準備資金   を試算しましょう 

この機会に、ぜひ上記①～③をひとつずつ確認してみましょう。 
保険会社さまより提供されている試算シートのご利用もおすすめします。 

仕入 

① 運転資金 と 固定費  

売上 支払 入金 

このズレが 
必要な資金 

運転資金 固定費 

売上がなくてもかかる費用 

給料、家賃、水道光熱費、保険料 など 

具体的には  運転資金 × 必要倍数 ＋ 固定費 × 必要月数  を計算します。 


